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低熱伝導率で透明な多孔質セラミックスであるシリカエアロゲル合成と構造制御技

術を確立しました。透明多孔質セラミックス（シリカエアロゲル）は、ナノオーダ

ーの均質な多孔構造を有し、透明性と断熱性（低熱伝導率）を両立させました。様々

なアルコキシドを出発原料にして、密度・可視光透過率・機械特性の異なるエアロ

ゲル合成技術を確立し、かつエアロゲルのサンプルサイズアップ（面積が 40000 

mm2）を実現しました。シリカエアロゲルは大気圧でも空気より低熱伝導を示し、

かつ熱伝導率の圧力依存性が小さいことを明らかにしました。 
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エアロゲルの外観（上）と
骨格・細孔構造（下）


